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衆
議
院
議
員
宮
本
徹
君
提
出
東
京
外
か
く
環
状
道
路
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

平
成
三
十
年
五
月
十
五
日
に
、
東
京
外
か
く
環
状
道
路
の
う
ち
東
京
都
練
馬
区
か
ら
同
都
世
田
谷
区
ま
で
の
区
間
（
以
下

「
東
京
外
環
（
関
越
〜
東
名
）
」
と
い
う
。
）
の
東
名
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
付
近
の
野
川
（
以
下
「
野
川
」
と
い
う
。
）
に
お

い
て
、
東
京
外
環
（
関
越
〜
東
名
）
の
事
業
を
実
施
し
て
い
る
国
土
交
通
省
、
東
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
及
び
中
日
本
高

速
道
路
株
式
会
社
（
以
下
「
事
業
者
」
と
い
う
。
）
が
気
泡
の
発
生
を
確
認
し
、
同
日
に
世
田
谷
区
、
同
月
十
六
日
に
東
京

都
に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
説
明
し
、
同
月
十
八
日
に
事
業
者
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
同
年
六
月
二
十
九
日
に
気
泡
発
生

箇
所
及
び
そ
の
周
辺
の
水
質
調
査
結
果
を
事
業
者
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
。

ま
た
、
同
月
二
十
五
日
に
、
野
川
の
前
述
の
発
生
箇
所
と
は
異
な
る
場
所
で
、
新
た
に
気
泡
の
発
生
を
確
認
し
、
同
月
二

十
六
日
に
東
京
都
及
び
世
田
谷
区
に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
説
明
し
た
。

こ
れ
ら
の
気
泡
の
発
生
に
つ
い
て
は
、
同
年
七
月
に
事
業
者
が
東
京
外
環
（
関
越
〜
東
名
）
沿
線
（
以
下
「
沿
線
」
と
い

う
。
）
七
か
所
で
開
催
し
た
、
住
民
説
明
等
の
場
で
あ
る
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
に
お
い
て
説
明
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

な
お
、
お
尋
ね
の
気
泡
の
「
酸
素
濃
度
の
数
値
」
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
調
査
中
で
あ
る
。

一



二
に
つ
い
て

平
成
三
十
年
五
月
十
四
日
に
、
東
京
外
環
（
関
越
〜
東
名
）
の
東
名
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
付
近
の
遊
歩
道
の
観
測
井
戸
に
お

い
て
、
事
業
者
が
地
下
に
あ
っ
た
水
の
一
時
的
な
流
出
（
以
下
「
水
の
流
出
」
と
い
う
。
）
を
確
認
し
、
同
日
に
世
田
谷
区
、

同
月
十
六
日
に
東
京
都
に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
説
明
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
同
年
六
月
二
十
八
日
に
、
同
ジ
ャ
ン
ク
シ

ョ
ン
付
近
の
工
事
現
場
に
お
い
て
、
事
業
者
が
水
の
流
出
を
確
認
し
、
同
日
、
東
京
都
及
び
世
田
谷
区
に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ

説
明
し
、
同
月
二
十
九
日
に
、
事
業
者
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
同
年
五
月
三
十
一
日
、

同
年
六
月
十
五
日
及
び
同
月
十
九
日
に
は
、
同
年
五
月
十
四
日
に
水
の
流
出
が
あ
っ
た
場
所
で
、
事
業
者
が
水
の
流
出
を
確

認
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
水
の
流
出
に
つ
い
て
、
一
に
つ
い
て
で
述
べ
た
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
に
お
い
て
説
明
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三
及
び
四
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
仮
定
の
質
問
で
あ
り
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
安
全
に
十
分

配
慮
の
上
、
適
切
に
工
事
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

五
に
つ
い
て

二



お
尋
ね
の
「
酸
素
濃
度
が
低
い
空
気
や
地
下
水
等
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
東
京
外
環

（
関
越
〜
東
名
）
の
本
線
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
施
工
に
当
た
り
、
一
に
つ
い
て
で
述
べ
た
気
泡
の
発
生
及
び
二
に
つ
い
て
で
述

べ
た
水
の
流
出
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
確
実
に
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
沿
線
の
住
民
に
対
し
て
説
明
し
て

い
な
か
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

六
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
掘
進
工
事
を
止
め
る
決
断
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
東

京
外
環
（
関
越
〜
東
名
）
は
、
首
都
圏
の
都
心
方
向
に
集
中
す
る
交
通
を
適
切
に
分
散
し
、
首
都
圏
の
慢
性
的
な
渋
滞
の
緩

和
等
に
資
す
る
も
の
で
あ
り
、
安
全
に
十
分
配
慮
の
上
、
適
切
に
工
事
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

七
に
つ
い
て

大
深
度
地
下
の
公
共
的
使
用
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
十
二
年
法
律
第
八
十
七
号
。
以
下
「
大
深
度
地
下
法
」
と
い

う
。
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
大
深
度
地
下
（
以
下
「
大
深
度
地
下
」
と
い
う
。
）
は
、
通
常
、
土
地
所
有
者
等
に
よ

る
利
用
に
供
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
た
め
、大
深
度
地
下
法
第
二
十
五
条
の
規
定
に
基
づ
き
使
用
権
が
設
定
さ
れ
た
と
し
て
も
、

土
地
所
有
者
等
に
実
質
的
に
損
失
が
生
じ
な
い
こ
と
と
な
る
。

三



こ
の
た
め
、
大
深
度
地
下
法
に
お
い
て
は
、
大
深
度
地
下
法
第
三
十
二
条
第
一
項
又
は
第
三
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る

損
失
の
補
償
を
す
る
場
合
を
除
き
、
土
地
所
有
者
等
に
対
す
る
補
償
を
す
る
こ
と
な
く
、
大
深
度
地
下
を
大
深
度
地
下
法
第

四
条
各
号
に
掲
げ
る
事
業
の
用
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

四


